1.　世界共同学習「カブトガニを守る」
2.　校種、教科、学年、該当単元名
　　小学校、国際教室、3、4、5年、外国語としての日本語学習
3.　コンピュータ活用のアイディアとメリット
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　外国語として日本語を学ぶ国際教室の子ども達の学習に、文字・絵・音声・動画が同時に扱えるコンピュータの利用を考えた。この方法は、子ども達が受け身で日本語を学ぶだけでなく、積極的に日々の自分自身の日本語学習の記録を残す事も出来る。
この記録をもとに、インターネットを通して、海外の学校、日本国内の学校との交流を続けてきた。特にKIDLINKの掲示板での交流の中では、色々な出会いがあり、共同学習が発展していったのである。
4.　対応する学習指導要領の内容
　新学習指導要領による総合的な学習の時間における国際理解の取り組みに相当する。
5.　指導目標　　
　・色々なメディアを活用して外国語としての日本語学習を進める。
　・ふだん使っている言葉が違う人々ともお互いに理解しあえる方法をさぐる。
6.　コンピュータ活用のねらい
　・国際教室とコンピュータ
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　コンピュータを授業で使う場合には、「使う必然性」が大切である。国際教室の子ども達にとっての必然性は、それが、日本語もスペイン語も使えるという事である。
初期の段階の日本語がほとんど分からない時には、スペイン語で使うのである。「おばあちゃんとぼく」等のソフトで楽しみながら、お絵かきソフトのキッドピックスで、グラフィックの画面に、スペイン語と絵で自己紹介を書いていく。そして、更に、スペイン語でしゃべった声を記録するのである。このファイルをメールに添付してペルーに送れば、スペイン語の返事が返ってくるという訳である。日本国内でスペ
イン語の初歩の教材を探そうとしても、なかなか見つからないが、インターネットを使った交流で、容易に、そういう教材も手に入るのである。また、こちらから送ったものも、ペルーの子ども達にとっての日本理解の一つの資料になり、お互いの理解の
架け橋になるのである。
　日本語の理解が進んだ段階では、日本語での作文や日記を書く時に、同じように、文と絵と声で、立体的な学習の記録が作られていく。この日本語の部分は、そのまま、日本国内の子ども達との共同学習に活かされ、英語に訳されたものは、アメリカとかフランス、オランダの友だちに送られて、彼らの日本理解の貴重な資料となっていくのである。
　韓国から来た子どもが初めて国際教室に来た時にも、この方法を使って、韓国語で自己紹介の絵を描いてもらった。スリランカから来た子の場合には、シンガリ語で自己紹介を書いてもらった。どちらも、文字は、マウスでゆっくりと書いていったのである。
　このように国際教室では、コンピュータを「言葉の壁に橋をかける」一つの方法として活用しているのである。
7.　実践のポイント
　(1) それは、大晦日の晩に始まった。
　1998年12月31日、KIDLINKの英語の掲示板に、「山口県のある中学校で、生徒が実際にカブトガニを飼育しています。みなさん見てください」という案内を書いた。するとさっそく、アメリカのメリーランド、デルマー小学校のパッティー先生が、「カブトガニ、知っているよ、こちらの方にも住んでいます。ちょうどホームページもあるから、こちらのカブトガニも見てください」という返事が届いた。
　新100校計画の国際化の重点企画の一つ「KIDLINKへの参加」というプロジェクトの一つの展開の始まりであった。
　(2)カブトガニ、それは、世界の4カ所にしか生息していないめずらしい生き物であった。
　日本の学校は冬休み中であったが、アメリカの学校は、1月4日から新学期が始まっていた。私とデルマー小学校の子ども達で、カブトガニに関する対話が進んでいった。山口県の中学校のホームページを見ての感想や、自分達の近くのカブトガニについての話題でにぎやかであった。また、デルマー小学校の学区には、大西洋の海岸の美しい写真集を出した作家がいてメール交換を始めたり、その作家の紹介で、大学の海洋生物の専門家にまで、カブトガニについての質問のメールを出したりしていた。こんなアメリカ流の学習を手に取るように感じながら、逐次、そのメッセージの要点を日本語にして日本語の掲示板で紹介していったのである。この日本語の掲示板は英語の分からない日本の子ども達でも海外の子ども達と交流出来るようにと作られたものであった。
　「ボランティアが学校に来て、カブトガニの話をしてくれたよ」、とか、「おじいちゃんが住んでいる所には、カブトガニがいるよ」と言う子ども達。日本のカブトガニの写真を見て、どうもアメリカのカブトガニの方が小さいようだという話になって、実際に自分達のカブトガニの長さを測って報告してきたアメリカの子ども達。そんなアメリカの子ども達のカブトガニの学習が引き続き報告されていった。
(3) 　国際教室の子ども達は国語の教科書から始めた。
　4年の国語の「上」の教科書に、「カブトガニを守る」という説明文がある。全文を読んだり、段落のまとめを考えたり、教科の学習における日本語の勉強という観点で取り組んでいった。しかし、実際には、日本の子ども達が理解するようにはなかなかいかない。そこで、インターネット上で展開されているカブトガニの共同学習に参加させる事にしたのである。まず、山口の中学校のホームページにあるカブトガニの写真を見て、質問を書いた。「なんでそこだけにしか住んでいないのですか」、「カブトガニは、どんな動物ですか」、「もっと大きいのはいないのですか」という質問であったが、さっそく中学の先生や生徒さんから丁寧な返事が届けられた。このやりとりに参加していた広島の英語教室の生徒さんからも、「中学にはなんびきカブトガニがいるのですか」とか、「こちらの近くの水族館にもいますよ」等と、自分たちの身の回りにも注目した質問等で、この話題が盛り上がっていった。
　国際教室にはカブトガニがいない。そこで、画用紙で実物サイズのカブトガニを作ってみる事にした。出来上がった物は、作った本人もびっくりする大きさであった。その後、アメリカからは、カブトガニの模型が作れるパンフレットを送ってくれた。それを作って、絵も描いてみた。子ども達にとってより身近かな課題になるように、色々な方法を考えて取り組んでいったのであった。
　2月1日には校内研究の一つとして公開授業をやった。その授業の最後の方で、近くの学校から借りてきたカブトガニの標本を見せた。そしていつものようにキッドピックスで絵を描かせたのであるが、ほんの5分、6分の間にすばらしい絵が出来あがったのである。やはり、実物は強かった。それはしかし、それまでの学習で興味が高まっていたからでもあったのだ。
(4)  その後も気になるカブトガニであった。
　3月には、この交流を見ていたアメリカの中学校から、「恐竜をテーマに、共同でお話作りをしないか」という提案があった。そこで、5年の男の子が、カブトガニと恐竜が仲良くしている物語の始めの部分を作ってアメリカに送った。その後、デルマー小学校の子ども達も加わって、そのお話の続きを作っていったのである。
　夏休みには、生きたカブトガニを一度見てみたいと思って、山口県まででかけて行った。プロジェクトに参加しているその中学の先生のおかげで実際にカブトガニの産卵を見る事ができたし、中学校にもおじゃまして生徒さんとも会う事ができた。インターネットでの共同学習というのは、「一度やりとりをしたらそれでおしまい」という短期のものではなく、今回の報告のように、色々に発展して興味が持続していくものだと思われる。
8.　子ども達の反応
　「言葉の壁に橋をかける」一つの方法としてコンピュータを取り入れてきた。それは、国際教室での学習はもちろん、インターネットを通じて出会った世界の子ども達との共同学習でも多いに効果があったと思われる。
日本に来たばかりで小さい声でしか話さないという女の子でも、国際教室では、喜んでスペイン語で録音し、学習の記録を増やしていってくれた。それがだんだんに日本語の学習の記録にかわっていったのであるが、少しずつ少しずつ自信をつけていっ

てくれたように思われる。
　ローマ字入力も、国際教室の子ども達にとっては、日本語の貴重な勉強の一つである。慣れてくると、作文の下書きを紙に書いている時、コンピュータの所に飛んでいって、ローマ字入力をする。すると画面には、自分の知りたい漢字が表示されているのである。この方法で作文を書く子は、日本の子ども達より漢字を多く使っていると言えるかもしれない。
　どうしても海外の学校との交流の中心は英語になってしまう。国際教室の子ども達は、「言葉の壁に橋をかける」一つの方法として、「絵」で自分の伝えたい事を表現する事を学んできた。英語が分からなくても、届いた絵を見て、相手が何を伝えたいのか、推測していくのである。それでもやはり、細かい部分になると「言葉」に頼らざるをえないのも現実である。そんな中で、慣れてきた子は、短い英語の文章であると、それをスペイン語のように読んで、意味を聞いてくるようになっていた。スリランカから来た子に、絵入りの和英辞典で英語の単語を見つけて、説明してあげるようになったのも、最近の事である。つまり、自分の伝えたい事を、「絵」だけではなく、相手の「言葉」でもしっかりと伝えようという意識が芽生えてきたように思われるのである。
-- 

---------------スタディノ－ト私設応援団---------------------------

Isamu Shimazaki :  simazaki@nz.kidlink.samukawa.kanagawa.jp

KIDLINK  :  http://www.kidlink.org/japanese/

WWFAX   :  http://nz.kidlink.samukawa.kanagawa.jp/

KidSpace : http://www.kidlink.org/kidspace/start.cfm?HoldNode=498

StudyNote: http://wwfax-project.org/studynote/
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